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［ お問い合わせ ］

● 東京都歯科技工士会会員 ：11月 8 日㈮ AM10時～
● 学生・東京都内在住または在勤の歯科技工士：11月11日㈪ AM10時～
＊受付開始日前のお申し込みは無効といたします。

［ 申込開始日 ］

緊急連絡、変更＆追加報告をスムーズにさせるために都技では試験的にLINE
公式アカウントを設けましたのでLINEを使用されている方は、是非とも登録を
お願いいたします。

［ LINE公式アカウント登録のお願い ］

都技LINE公式
アカウント二次元コード

本研修会は東京都保健医療局からの委託事業となっております。
つきましては受講対象者は以下の方に限ります。
● 東京都歯科技工士会会員
● 学生
● 東京都内在住または在勤の歯科技工士

［ 重要なお知らせ ］

① 参加希望者は申込用二次元コード、もしくは東京都歯科技工士会のホーム
ページからお申し込みください。
　 　ホームページURL： https://www.to-ginet.com

② 上記オンライン申込をされますと登録したメールアドレスに自動返信されま
すのでご確認ください。

＊定員になり次第締切といたします。
＊受講確定後キャンセルする場合、至急ご連絡ください。代理人のご参加はご遠慮ください。

［ 申込方法 ］

申込用

オンラインセミナー

ピカソ

2024年 12月8日
12：40

日

入室

13：00 17：00開始 終了

オンラインセミナー

80名定員

会場受講

10名

無料参加費

無料参加費定員

東京都歯科技工士会 研修室
東京都豊島区北大塚2-2-10 ヴィップ大塚香川ビル4F

場所

一般社団法人 東京都歯科技工士会
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　包括治療を行う患者の顎口腔系の長期的な安定を図るうえで咬
合の安定は絶対条件である。
　咬合とはまさに歯の位置と形であり、不正咬合や骨格不正の多
い日本人の場合、歯の位置が病的咬合の原因因子の一つとなって
いることが少なくない。
　歯の位置は歯冠形態修正・修復補綴・インプラント治療・義歯
等でも多少変更することができるが、天然歯を保存しかつ歯の位
置を変更する場合には矯正治療が有効なオプションとなる。
　包括治療の中で矯正治療介入を必要とする場合、矯正医と補綴
医が共通認識を持ち、患者の最適な治療ゴールを論じることによ
り良好な結果を得ることができると考えている。
　そして矯正医からの指示でセットアップを作成する、あるいは
補綴医からの指示により診断用ワクシングを行う歯科技工士も歯
科医師との共通認識を持つことによりスムーズなコミュニケー
ションが可能となる。本講演では症例を交えながら、矯正治療介
入を含む場合においても咬合の安定をどのように考えれば良いか
論じさせていただきたい。

津田　 祐 ［つだ ゆう］

■講師略歴

略歴
●徳島大学歯学部卒業
●大阪市開業

所属・役職
●日本臨床歯科学会大阪支部理事　●大阪SJCDレギュラーコー
スインストラクター　●咬合補綴治療計画セミナー講師　●GPO
会長　●SAFE理事　●ITI SC阪神 Codirector

青木 健治 ［あおき けんじ］

略歴
●大阪歯科学院専門学校 卒業
●デンタルコーディネイトセンター 勤務 
●本多歯科医院 勤務
●LORE dental laboratory 開設

所属・役職
●大阪 SJCD 臨床テクニシャンコース インストラクター　●大
阪セラミックトレーニングセンター 週末コースインストラク
ター　●新大阪歯科技工士専門学校 専攻科非常勤講師　●咬合・
補綴治療計画セミナー　インストラクター　●日本臨床歯科学会 
大阪支部 会員


